
株式会社カカクコム、畑でございます。

本⽇は、第3クォーターの決算説明会にご参加いただきありがとうございます。
それでは資料に沿ってご説明いたします。
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まず、3ページ、連結経営成績でございます。

真ん中の「FY23/3」の「Q3」のところをご覧ください。
売上収益は163億2,100万円、昨対⽐プラス16.1%。営業利益は70億2,000万円、
昨対⽐プラス24.0%、営業利益率は43.0%。税引前利益は70億4,500万円、昨
対⽐プラス3.8%。当期利益は47億9,100万円、昨対⽐プラス2.5%という結果
になりました。

続いて第3クォーターまでの累計（FY23/3 「上期」）でございます。
売上収益が445億6,100万円、昨対⽐プラス17.5%。営業利益が179億2,700万
円、昨対⽐プラス30.1%。営業利益率は40.2%、税引前利益は183億7,500万円、
昨対⽐プラス24.0%。当期利益は128億3,700万円、昨対⽐プラス22.9%という
進捗になっております。

右端にございます通期の業績予想と⽐べますと、第3クォーターまでの進捗率
は売上収益が69.1%、営業利益が69.2%、税引前利益が71.2%、当期利益が
72.9%という結果になっております。
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次に、事業別の売上構成⽐でございます。4ページ、「事業別売上の四半期推
移」のグラフをご覧ください。

それぞれの事業の売上につきましては、後ほど説明させていただきますが、
構成⽐としては、価格.comが30.4%、⾷べログが38.5%、その他、新興メディ
ア・ソリューション/ファイナンスが31.1%となっております。
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各事業の売上についてご説明する前に、連結営業費⽤等の内訳と推移につい
てご説明いたします。

広告宣伝費は、⾷べログの進展に伴うTポイント関連費⽤、価格.comのサー
ビス事業、求⼈ボックスの広告に関する費⽤が売上の増加とともに増加をし
ております。⼿数料につきましては、⾷べログの代理店⼿数料が増加してお
ります。

この第3クォーターの特殊要因はかなり少なく、ほとんど例年と同じ構成でご
ざいます。
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次に、事業別の経営成績について、7ページのスライドをご覧ください。

まず、価格.comでございます。ショッピング、サービス、広告における第3
クォーターの売上の合計が49億6,000万円ということで昨対⽐マイナス6.8%、
累計では146億300万円、昨対⽐マイナス7.9%。

次に⾷べログは、第3クォーターの売上が62億9,100万円、昨対⽐プラス
18.5%、第3クォーターまでの累計は171億1,200万円、昨対⽐プラス35.5%と
いう結果になりました。

次に新興メディア・ソリューション/ファイナンスですが、第3クォーターは
売上が50億7,000万円、昨対⽐プラス48.0%、第3クォーターまでの累計で128
億4,600万円、昨対⽐プラス35.8%という結果になっております。
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それではまず、価格.comのそれぞれの売上についてご説明いたします。

まず、価格.comのショッピング事業でございますが、ショッピング事業は減
収。

耐久財は、新製品登録数の減少や為替の変動などによる製品値上がりの影響
を受けまして、耐久財は昨対⽐マイナス2.2%という結果になっております。

また、消費財は、前クォーターからやや回復はしているものの、検索順位の
変動による影響が残っておりまして、昨対⽐マイナス22.7%という結果になり
ました。
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次に耐久財、消費財それぞれの事業進捗の要因についてご説明いたします。

まず、耐久財でございますが、依然として新製品登録数は⾮常に少ない状況
でして、パソコンは昨対⽐プラス39.2%とやや回復しているものの、家電は昨
対⽐マイナス12.4%、パソコン、家電の新製品登録数の合計は第2クォーター
よりも若⼲少なかったというクォーターになっております。

パソコンは、主にタブレットPCが増加しておりますが、無線LAN(Wi-Fi)ルー
ターなどの周辺機器も新製品登録が増加をしております。
⼀⽅で家電は、特に薄型テレビ、冷蔵庫などの⼤型製品が減少しております。
ただし、オーディオ機器は、イヤホンを中⼼に3クォーター連続で増加して前
年を超える⽔準まで回復しております。

次に消費財ですが、右側のグラフをご覧ください。
検索エンジンからの⾃然流⼊数は、8⽉に順位の変動によって⼤きくが下がっ
たところからはやや回復しているものの、第3クォーターにおいてもまだ昨対
⽐マイナス25.2%ということで、依然として回復途中の状況でございます。
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次に、価格.comのサービス事業でございます。

サービス事業は増収しております。昨対⽐でそれぞれ⾦融領域がプラス7.0%、
通信領域がプラス10.3%ですが、⾃動⾞領域は引き続き横ばいという進捗と
なっております。
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次に、サービス事業の各領域のトレンドでございます。

まず、⾦融領域は、カードローンの申込件数とクレジットカードの発券数が
増加したということで、昨対⽐プラス7.0%という結果でございます。

次に通信領域は、光回線の申込件数が減少しているものの、モバイル回線及
び海外Wi-Fiの申込件数が増加しているということで、昨対⽐プラス10.3%と
いう結果になっております。

また、⾃動⾞領域は、中古⾞の在庫確認及び⾃動⾞保険の⾒積もり件数が減
少しております。⼀⽅で⾃動⾞の買取価格の⾒積もり件数は、若⼲増加して
おります。結果として、⾃動⾞領域全体はまだ依然低い⽔準ではあるものの、
昨対⽐プラス1.1%という結果でございました。

続いて、右上のグラフをご覧ください。海外Wi-Fiの申込件数が、海外渡航者
数の推移とほぼ⽐例関係をもって増加しておりまして、海外Wi-Fiの申込件数
は依然少ないものの、コロナ前の16.4%まで回復してきております。

また、右下には各事業のサポートコンテンツ例で載せております。
住宅ローンのサービスを進化させておりまして、例えば団体信⽤⽣命保険の
保障の内容、例えばがん特約が挙げられますですが、そういった細かい条件
にも合ったものをきちんと選択できるようにしております。
特に住宅ローンは市場の関⼼が⾼く当社の中でも伸びしろのあるコンテンツ
なので、そういったところをきっちり伸ばしていくということをやっており
ます。
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価格.comの中では次、最後になりますが、12ページ、広告事業でございます。

この第3クォーターは、パソコンメーカーさんからの出稿は増加したものの、
家電メーカーさんからの出稿については、新製品が依然として少ないという
ことで減少しておりまして、バナー広告・記事広告の合計では、昨対⽐マイ
ナス18.2%、9億5,000万円という結果になっております。

また、ネットワーク広告・リスティング広告などは減少傾向が続き、昨対⽐
マイナス27.7%となりました。売上の絶対額が少ないものではありますが、第
3クォーターも、第1クォーター、第2クォーターに続いて、そういった結果と
なっております。

12



13ページには、バナー記事広告における広告主業種別の売上推移を、グラフ
で載せております。

まず、⻘い線は家電メーカーさんからの出稿による売上でございます。第3
クォーターは、ボーナス期に向けた出稿によって第2クォーターより増加した
ものの、新製品の減少や製造コストの上昇の影響も受けて、繁忙期ではあり
ますけれども昨対⽐では広告が伸びなかった期間でした。

また、パソコンメーカーさんは昨対⽐プラス10.8%ということで、コロナ前よ
りも数字を伸ばしております。これは、先ほどもご説明申し上げた新製品の
増加トレンドを受けて数字が伸びたということでございます。

また、⾃動⾞メーカーさんからの広告出稿による売上でございますが、こち
らは減産や出荷遅れ、納⾞待ちというようなことも受けて、供給⾯での影響
が続いており、昨対⽐マイナス10.7%となりました。半導体不⾜も含めた影響
をまだ⾊濃く残しております。

ここまで、価格.com事業についてご説明いたしました。
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次に、⾷べログ事業についてご説明をいたします。
14ページは全体像でございます。

飲⾷店販促事業は、昨対⽐プラス24.2%ということで、概ね⽬論⾒どおり順調
だったかなと考えております。

また、ユーザー会員事業は、ほぼ横ばいではあるものの昨対⽐マイナス0.7%
という結果でございました。

それから広告事業は昨対⽐マイナス10.3%となりました。絶対額が少ないとい
うこともあって、いろいろな⼤⼿クライアントの変動の影響を受けやすく、
伸ばしきれずに横ばいという3か⽉になりました。
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続きまして、⾷べログの飲⾷店販促事業の各KPIをご報告いたします。
15ページは、飲⾷店販促事業の内訳でございます。

まず、PRサービスは、昨対⽐プラス11.6%ということで、コロナ初期の売上
減少から徐々に数字を伸ばしております。

次にネット予約サービスでございますが、第3クォーターは繁忙期ということ
で絶対額は⼤きくなるのですが、昨年の第3クォーターと⽐べてもプラス
47.0%ということで、⽐較的順調な3か⽉だったかなと思っております。

15



次に、16ページはPRサービス、ネット予約サービスそれぞれのKPIでござい
ます。

まず左側、PRサービスの契約店舗数とARPUでございますが、契約店舗数は、
第3クォーターは4万6,100店舗ということで、3か⽉前（12⽉）と⽐べて1,100
店の純増を達成することができました。過去からの推移を⾒ますと、まだ絶
対数はコロナ前より少ないですけれども、純増数ではかなり順調な3か⽉でし
た。
それからARPUは2万2,800円となりました。⾼額プランへのシフト、もしくは
再契約も含めて、若⼲ではございますがARPUも少し増やせたということでご
ざいます。

次に右側、ネット予約サービスですが、まずARPUは、実際第3クォーターは
予約が多い3か⽉でございますので、1万2,300円ということで第2クォーター
と⽐べても⾮常に良い数字だったと考えております。

また契約店舗数でございますが、第3クォーターは第2クォーターの6万2,900
店舗から100店舗減っております。こちらはGo To Eatキャンペーン当初に予
約業態ではないお店が契約をして、それ以降、この第1クォーター、第2
クォーターも契約が続いているもののサービスを使っていなかった、そう
いったお店との契約が切れたということもございまして、こういった数字に
なっております。特殊要因のお店を除けば、2,000店舗以上増えておりますの
で、純増数もほぼ計画どおりだったかなと⾒ております。
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次に17ページでございますが、こちらは、総契約店舗数の推移と内訳を⽰し
たグラフで、PRサービスとネット予約サービスの両⽅を契約している店舗さ
んの数の推移もご覧いただけるものでございます。

PRサービスとネット予約サービス、それぞれの契約店舗数は先ほど16ページ
においてご説明したとおりでございますが、PRサービスとネット予約サービ
スの両⽅を契約している店舗さんが4万1,600店舗という結果でございました。
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⾷べログ事業の進捗について、最後に、18ページでネット予約⼈数をご報告
させていただきます。

第2クォーターにおいては感染の再拡⼤ということもあって少し短期間であり
ますが数字を減らしたのですけども、この第3クォーターは⾮常に順調で、3
か⽉間の累計のネット予約⼈数が1,656万⼈と、⼀昨年の、Go To Eatキャン
ペーンのポイントを付与していた時期とほぼ同⽔準まで数字を伸ばしており
ます。

ここまで⾷べログ事業についてご説明をいたしました。
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次に、新興メディア・ソリューション/ファイナンスの事業進捗でございます。

まず、各領域における売上の昨対⽐でございますが、求⼈ボックスは昨対⽐
プラス23.8%、不動産領域のスマイティは昨対⽐プラス12.2%、それから旅
⾏・移動領域は主にタイムデザインそれからLCLというサービスでございま
すが、昨対⽐プラス50.4%ということで⾮常に順調でございました。

また映画関連、それからwebCGという⾞の趣味のサイトにより構成される娯
楽・趣味領域でございますが、こちらは昨対⽐マイナス6.7%という結果でご
ざいました。

それから、後ほど詳細を説明いたしますが、ファイナンスは昨対⽐プラス
159.1%ということで、こちらは収益認識の⾒積もりの変更という特殊な要因
で売上の数字を伸ばしております。
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20ページ、求⼈ボックスでございます。

求⼈ボックスは、広告主及び有料求⼈広告の増加によって引き続き増収をし
ておりまして、売上が昨対⽐プラス23.8%、⽉間利⽤者数は昨対⽐プラス
3.9%という結果になっております。

それから求⼈ボックスを利⽤される⽅の特徴について右側のパートでご説明
をしております。今まで個別にはご説明したことがあるのですが、決算説明
会資料には載せることがございませんでした。
まずデバイス別の⽐率でございますが、パソコンで閲覧される⽅が14.5%、ス
マホが85.5%ということで、⼤半の利⽤者さんにスマホから閲覧いただいてい
るということを⽰しております。

それから⽇別のUU当たりの求⼈閲覧数ということで、WEBとAndroidアプリ
（2022年7⽉にリリース）を⽐較しております。
Androidアプリの⽅がブラウザで⾒るWEBの1.8倍ぐらい閲覧数が多く、これ
はCTRを⽰しているわけではありませんけれども、求⼈閲覧数でみるとアプ
リの利⽤者の⽅が、かなり収益に近い、利益率が⾼いということを⽰してお
ります。
なお、iOSアプリもリリースしていますので、iOSアプリの閲覧数も合算した
数字を今後どこかでお⽰しするとともに、さらにコンバージョンを上げてい
きたいと考えております。
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次に、21ページ、旅⾏・移動領域の事業進捗です。

国内旅⾏が引き続き伸びているところに加えて、海外旅⾏の回復も若⼲出て
きておりまして、旅⾏・移動はそれぞれ増収しております。

バスの⽐較のLCLは昨対⽐プラス52.8%で、コロナからの回復が順調に進んで
いるということと、ダイナミックパッケージのタイムデザインも昨対⽐プラ
ス48.3%で、⾮常に好調でございました。

4travelも、昨対⽐プラス48.2%という結果でございます。

また、タイムデザインにおけるグローバルDPと国内DPの導⼊施設数ですが、
このコロナの期間にも海外のホテルへのDP導⼊は⾮常に増えておりまして、
昨対⽐7.9%増、⼀昨年と⽐べるとさらに⾼い伸びを⽰しております。コロナ
からの回復、アウトバウンド、それから第3国間の移動も含めて、準備を着々
と進めております。
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次に、スマイティは、⽉間利⽤者数の変動はかなり落ち着いて横ばいにある
ものの、売上については引き続き増加しておりまして、昨対⽐プラス12.2%と
いう結果になりました。

それから右側、映画.com、gaie、キナリノ、webCGですが、gaieは、ハリ
ウッド映画の公開が減少した影響で売上を減らしておりますが、⼀⽅で、映
画.comは、国内アニメのヒット作がいくつかあったということもあり、昨対
⽐プラス13.7%という結果になっております。
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それではファイナンス事業について23ページをご覧ください。

カカクコム・インシュアランスによるファイナンス事業でございますが、こ
ちらは収益認識に関する⾒積もりの変更を10⽉に⾏っておりまして、第3
クォーターの売上が増加しております。

従来、⽣命保険については、保険代理店であるカカクコム・インシュアラン
スが得る収益の認識を、「収益の重⼤な戻し⼊れが⽣じなくなった」時点
（具体的には、顧客である保険会社に代理店⼿数料を請求する時点）で⾏っ
てまいりました。

2022年10⽉からは、代理店⼿数料の合理的な⾒積もりに必要なデータを保険
会社さんから取得することが可能になりましたため、「収益の重⼤な戻し⼊
れが⽣じない範囲」で代理店⼿数料の額を⾒積り、保険契約開始時点で収益
を認識しております。

なお、第2クォーター以前に締結された保険契約の代理店⼿数料についても、
この⽅法に準じて⾒積り、第3クォーターに⼀括で計上しています。

したがいまして、第4クォーター以降は、こういった過去のものの⼀括での収
益認識はなくなり、第4クォーターに締結した保険契約についての代理店⼿数
料が、該当する保険契約の締結時点において収益として認識されることにな
ります。

この第3クォーターだけがちょっと特別な数字が上がっているとご理解、ご認
識いただければと思います。
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それでは次に、各事業における今後の取り組みをいくつかピックアップして
おります。そちらをご説明させていただきます。
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まず27ページは、価格.comの今後の取り組みでございます。

まず、左側の環境の保全に役⽴つ情報・サービスの拡充ですが、これは以前
から計画して推し進めているのですけれども、この第4クォーター、それから
来期、再来期、引き続きサステナブルを意識した取り組みを増やしていこう
と考えております。環境に優しい製品、それから耐久性が⾼い商品、それか
ら中古品を売る、それから買う、探すというところを含めて、⼀層情報を充
実させていく。そうして情報を充実させた結果、リデュース、リユースなど、
それからエコな電化製品がより浸透していくような世の中になれば、という
ことを企画しています。

次に右側でございますが、価格.comは、どういうメディアであるか、どうい
うことができるかを、マス広告などを多⽤して積極的に宣伝するということ
は、ほぼこれまではなかったのですけれども、今後はやはり多少のPRが必要
と考えておりまして、左側の環境関連の取り組みも含めて、動画広告やサイ
トを通じて、価格.comの特徴であるとか良いところというのを紹介していき
たいと思っております。
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次に、⾷べログの今後の取り組みでございます。

⾷べログについては、以前ご紹介させていただいた絵と変わっていないので
すけれども、飲⾷店検索だけではなくて、これは飲⾷店における店舗営業活
動それから収益とも繋がるところですが、この真ん中の上にあります「ネッ
ト予約」の部分を増やしていくということに加えて、ユーザー側、飲⾷店さ
ん側、両⾯に役⽴つモバイルオーダーであるとか仕⼊であるとか、そういっ
たところも引き続き⼒を⼊れていきたいと考えております。
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最後、29ページ、求⼈ボックスでございます。

求⼈ボックスは、サイトとしてはひととおり完成したと思っているものの、
まだまだ主体機能の改善点が多く残っておりますので、これを⼀つ⼀つやっ
ていって、よりユーザーのみなさまにとて使いやすいサイトになることを⽬
指しております。
その例としていくつかピックアップしております。こだわり条件の拡張、あ
いまい検索の精度向上は、求⼈に限らずインターネットのメディアとしては
まだまだやれることが残っているということです。次に働き⽅やスキルなど
をきちんと検索できるようにしてより探しやすくするということ。

それから、4点⽬の「仕事探し/転職に関するトレンド情報やアドバイス」と
いうのは、このページの右側で求⼈ボックスジャーナルのリリースについて
ご紹介しておりますけれども、こうした取り組みでより使っていただきやす
いポータルサイトをきちんと確⽴していくということでございます。

それから同じくページの右側で紹介しておりますテレビCMの実施ですが、こ
れはやはり認知度の拡⼤を含めて継続してやっていきたいと考えております。

ここまで、各事業の第3クォーターの結果のご報告と今後の取り組みについて
お話しをさせていただきました。32ページ以降に、参考資料を載せておりま
すので、お時間ありましたらご覧いただければと思います。

以上、簡単でございましたが、この第3クォーター及び第3クォーターまでの
累計の決算についてご説明させていただきました。
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